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小学校高学年における世界地図の教材開発

－すぐに役立つ実践として－

西岡尚也｡
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る。そしてこの地図帳は、４．５．６学年の３年

間使用される「教科書」となる。表紙の上部には

｢文部科学省検定済教科霧」と書かれている。１枚

1枚の「地図map」ではなく、一定の目的・テー

マに沿って編集された「地図帳atlas」となっては

じめて、「学年を越えた教科書」になる。

このような「学年を越えた教材」が、教科書と

して認定されている例は極めて少ない。そして

｢どこで、いつ使用するか」は、個々の教員の判

断にまかされている。このことは地図根を、「学

年を越えた教材」として使うことが、いかに大切

かを示している。つまり地図帳はこれから「世界

に船出する子どもたちの羅針盤」なのである。ま

ず教える側の教員が、このような地図帳の｢意味」

｢価値」「重要性」を再確認しなければならない。

しかし、このような地図帳を正しく理解し、積

極的に活用している教員は少ない。特に世界地理

の内容が社会科教科鴇で登場するのは、６年下

(後半）であるから、大部分の小学校では世界地

図に関わる授業はそれまで行われない。残念だが

授業で使われない地図帳は、自宅の本棚に題かれ

たままになっている。これは教員側の資任である。

社会科以外の教科・時間を含め、小学校後半３年

間を通してフルに地図帳が活用される「工夫」が

Ｉ．はじめに

地理学習は「地図に始まり地図に終わる」とい

われ、地図を自由に使いこなせる「地図好き」

な子どもたちを育てることが何より大切である。

地図にはそこに暮らす人々の｢物語(ストーリー)」

がある。物語のない「無味乾燥な知識の羅列」

｢バラバラな事項の暗記」で魅力のない地理学習

にしないためには、教える側・教員がまず「地図

好き」になることが必要になる。

しかし、小学校教員できちんと地理・地図教育

分野の授業ができる人は少数である。大学で社会

科教員免許に関わる授業を受講した人にも、「地

理分野は苦手」という教員が多い。このような教

員を支援する意味も含め、小稿では小学校高学年

でもわかる教材、事例の紹介をめざした。地理の

基本である「地図」に関わる「教え方の工夫」を、

世界地図に視点をあて考えることにする。

Ⅱ、大切な小学4年生

（１）地理認識「10歳の壁」

小学４年生４月、子どもたちは初めて配られた

｢地図帳」を手にして、新しいインクの臭いに満

ちたページを開くことになる。期待で胸をふくら

ませ、ワクワクしながら世界に目を開く瞬間であ

､琉球大学教育学部社会科教育教室

－９７－
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になる可能性が高い。

国際化した現代社会において「空間認識」「世

界認識」は、生きるための力＝基本的な教養であ
る。厳しく言えば、「地図音痴」は「人生音痴」

(｢音痴」という表現には問題があるが…）につな

がるのである。さらに空間的に広い世界の存征を

認識することは、精神的にも「プラスの効果」が

生じると考えられる。すなわち「大きな広い世界」

の中の、「小さな自己存在」に気づくことが、客

観的に自分自身を認識する機会に結びつくのであ

る。

筆者も思春期には、これまでくよくよ悩んでい
たl剴分が、大きな１１k界（世界地図や地球儀）から

見れば、「あまりにも小さな存在」であることに

気がつき、それまでの向分が「滑稽」に感じる体

験をした。いいかえれば空'8１（地珊）認識の拡大

は、子どもから大人への精神的な成俊＝｢アイデ

ンティティーの獲得｣、「心理的離乳」や「第二の

誕生」を～促す要因の一つになるのである')。こ

のように地図は私たちの視野を広げ、人間を「積

極的」「プラス思考」に変える力を持っているの

である。

小教科として｢地理｣が存在しない小学校におけ

る「地図帳の教育」は、ほぼ100％、教える側・

教員の責任である。したがって「地図帳の教育」

は教員の力量・工夫が最もストレートに問われる

分野・領域であると考えられる。

必要なのである。

特に４年生の時期は、発達段階的にも「地理意
識の発展期（山口2002、ロ246)」の入り口にあ
たり、人生で殿も地理意識「空間認識」が身に付
く時期と考えられている（資料ｌ）。この時期に

資料１：地理意織の総括的発達傾向

鱗鱗鱗中学生商校塗
出典：山ロ(2002,ｐ､245)に加筆。

地図帳に接する機会を逃すと、その後の人生で

｢地理認識」を身につけることは困難になってし

まう。算数（数学）教育などでは、小学校3年を

｢9歳の壁」（糸山、2004）と呼ぶが、地理・地図

教育でも同様に小学校4年で「10歳の壁」が存在

すると考えられる。

（３）「ゲームの世界」と「地図の世界」

小学校高学年の時期は、発達段階から考えて、

｢自分の生活範囲以外の世界」に関心が高まる時

期であり、空間認識・世界知識を広げておくこと

は、長い人生で大きな意味を持つと考えられる。

この時期はまた世の中（現実世界）だけでなく、

ゲームなど（仮想世界＝非現実世界）にも興味関

心は高まる。

地図は「記号化した世界」であるが、その背後

には「現実世界」がある。一方ゲームも「記号化

した世界」といえるが、その背後には「現実」は

なく「仮想世界」しか存在しない。すなわちゲー

ムの世界には「現実世界」のパックがない。しか

し、ゲームの世界に入れば、「嫌なこと」や「現

実」から一時的に逃避することができる。子ども

（２）問われる教員の力量・工夫

私の小学校時代、担任の先生はＨＲの時間に

｢地図縦み＝地図帳を使ったゲーム」をしてくれ

た。これは班ごとに分かれて競争し、先生が出題

した地名（Tilllll付f1i）を地図帳で見つけ、その地

名のある「都道府県を答える」ゲームだった。単

純なことだが非常に楽しかったことを覚えてい

る。これがきっかけで、外国にも範囲は広がり、

知らず知らずのうちに県名・国名や首都名を競争

して覚えていた。

他の教科書と違って、地図帳をいつ.どこで用

いたらよいのかがわからないまま、３年間全く使

わない教員がある。このような教員に習うと「地

図の読めない」「地理認識」の形成されない人間

－９８－
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たちがゲームに熱中するのは、ゲーム阯界への

｢逃避」が「魅力的」で「楽しい」からだと考え

られる。けれどもこの逃避は「仮想|U:1AL」の出来

聯であり、問題解決には結びつかないのである。

この((でいえば、地|】Nil学習は人間を［ﾄﾞ１Ｍ樹的」

(|'『定的」「プラス思考」に導くと考えられる。す

なわち’非現実」に逃避するのではなく、問題解

決を現実ⅡI:界に求めていく態度が、地|賛1学習にお

ける「世界認識の拡大」で可能になるといえる。

HRなる世界を知りたい、知ろうとする「好奇心」

や「エネルギー」は、誰もが持つ「本能」である。

このエネルギーを「現実世界」に向けるのか、そ

れとも「仮想Ut界」に向けるのかは、－．人ひとり

の子どもによって違うと考えられる。

鍛者が子ども時代を過ごした60年代～70年代

と異なり、今日では戸外で遊ぶ子どもの数は減少

した。私の子どもたちを見ていても幼稚園時代か

ら「テレピゲーム」に熱中し、何時間も画面に釘

付けになっている。先程筆者の体験で、担任の先

生が「地図帳を用いたゲーム」を実施してくれて、

資料２：ゲームに登場する地図

ジョウト地方（左上》、カントー地方（左下)、ホウエン地方（右)。

それぞれ近畿地方、関東地方、九州沖縄地方がモデルになっていると考えられる。

出典：ジヨウト地方・カントー地方→長谷川真(2000、ｐｐ､2-5)、
ホウエン地方→渡辺賎司ほか（2003、pp2-3）

－９９－
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以上をまとめると、「都道府県」レベル以上の

空間認識形成時期は、前述した「地理意識の発展
期（山口2002,ｐ246)」に重複していると考え

られる。したがってこの時期に、適切な地図学習
が行われずに、地図に接する機会が制限されると、
空間認識形成に必要な条件が欠ける事になってし
まう。

それが大変楽しかったことを書いた。けれども、

もし今日のようにもっと楽しいゲームが身近にあ

れば、おそらく私の関心もそちらに向かい「ゲー

ムの世界」にのめり込んだだろう。

事実私の子供たちに「地図帳」や「地球儀」を

みせても、関心を示さなかった。これは地図・地

球儀をみただけでは、自分では「物語（ストーリ

ー)」が発想できないことを意味する。しかし、

ゲームに登場する地名が、実は地図帳にもあるん

だという「発見」で事態は急変した。

例えば「ポケットモンスター」の主人公が修業

の旅をする．「ジョウト地方」は近畿地方、「カン

トー地方」は関東地方、「ホウエン地方」は九

州・沖繩地方をモデルにそれぞれ設定されている

ことを話してみると、子供たちの「地図帳」を見

る目が異なってきた（資料２)。ここでは、ゲー

ムがすべて悪いといっているのではない。同じ空

間認識拡大への逃避なら「地図への逃避」の方が、

はるかに健全であると私は考える。このことは、

ゲームから現実の地図に発展する興味深い事例で
ある。

Ⅲ、地図教材の工夫

（１）「索引の活用」＝生きる力になる

ここでは、地図帳の基本である「索引の活用」
について考える。前述した筆者の経験「地図読み」

は、自分の力で地名を見つけるというゲームだっ

たが、地名を捜す方法としては地図帳の巻末にあ

る索引を使うこともできる。索引は50音順に掲載
事項が一覧になっている。そして、その一つ一つ

に「掲載場所」が、経線と緯線を用いて、地図上

の位圃をＩご「一種の番地」として表記しているの

である。

このような索引の利用は意外に知られていな

い。筆者は高校教員時代、地理授業で地図帳を使

用する際には、まず最初にこのような「索引の使

用法」を教えた。それは最も基本だからである。

けれども驚いたことに大学生のほとんどが「地図

（４）空間認識形成を助ける地図学習

誕生以来の私たちの空間（地理）認識形成は、

個人差があるにせよ次のようにパターン

化できる。すなわち「自宅」→「自宅の

周辺」→「幼稚園と周辺」→「小学校と

周辺」→「となり町」→「都道府県」→

「地方」→「日本全体」→「アジア」→

「地球全体」→「宇宙」と、およそ拡大

していくと考えられる。「となり町」あ

たりまでは実生活体験で「実像」として

視覚的・感覚的に認識される。

しかし次の段階「都道府県」レベル以
上のなると、「実像」では認識できなく

なる。したがって記号化（モデル化）さ

れた「地図」＝「都道府県図」が必要に

なってくる。さらに「世界」「地球全体」
となると、世界地図や地球儀に「モデル
化」されたものが、認識形成を助けると
考えられる。すなわち世界認識・地球認
識には世界地図・地球儀という「道具
(ツール)」の力が必要になる。
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資料５：舟型多円錐図出典：学研編集部（2005、附録）
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資料６：地図投影法の３パターン資料４：立体とその展開（著者作成）
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写真１：グレープ・フルーツの展開（撮影：著者）
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の展開図（平面図）を各自に書かせる。その際に

はできるだけ具体的な実物（立体）を持参する

(資料４)。この４つが描き終わった時点で、ポー

ル（球）を取り出し、本題である１．球＝地球」の

展開図（平面図）について考えさせる。
ヒントとしてオレンジ類（夏みかんやグレープ

フルーツ＝大きい方が良い）を準備し、教師が実

際にナイフを用いて皮をむく（スイカを切るとき

の要領で展開）実演をする。現実には球を完全な

平面にし、展開図を描くことは不可礒能であるが、

この実演を見て子どもたちのイメージが湧いてく

る（写真１）。この段階で初めて、地球儀を取り

出す。

大部分の子どもは、地球儀に貼られている地図

(｢ﾅﾙ型多円錐図｣）に展開していく方法に気づく

ことになる（資料５)。一見これは正しく平面化

されたように見えるが、みかんの皮の例からも、

この「舟型」は、中央が「へこんでいた」「ふく

れていた」はずである。したがって、無理に平面

化すれば「面積」や「形」に歪みができるのであ

る。

帳の索引」について知らない。高校で選択科目と
なった「地理ＡもしくはＢ」を、学習する高校生

の割合は約30％である。高校卒業者の約70％は
地図帳を用いた授業を経験していないことにな

る。

したがって、地図帳が「教科番」として全員に

配布される、小学校４年生および中学校1年生は、

地図帳に触れて親しむ大切な「時期」である。中
でも「初めての体験」として地図帳を手にする小

学校4年生は、とりわけ「賀璽な時期」である。

担当教員にはこの入門時にきちんと「索引」につ

いての指導をしてもらいたい。

そしてこの「地図帳の索引」は、小学校地図帳

に限らずどの地図帳でも．原則的には同じ方法で

「茨妃」されている。小学校の地図帳で学んだ

「索引のlllilペヵ」は、雑木的にⅢ:界１１１のどこの国

で出版された地図帳でもmnjrIする。子どもたちに

「索引の活用」（賛料３）をきちんと教えることは、

世界中で役立つ「生きる力」を伝授することにな

るのである。

（２）地球を平面に展開する

まず導入として、立方体→円柱→四角錐→円錐 （３）図法は意外に簡単

資料７；舟型多円錐図の変化

出典：西岡（1990ｐ42）

■

赤逝／
、MIIIIII

⑧メルカトル図法への変化

赤迫

⑨舟型多円雅蜘桧

赤近

ｕサンソン図据

－１０２－
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図法（地図投影法）＝「地球の表面を写し取る

方法」の指導は、複雑であると誤解され、多くの

教員が「地理分野への苫手意識」を持つ饗悶とな

っている。けれども実際には意外に地純で、爽は

ji《本的な「3つのパターン」（費料６）しか存征し

ない。

節ｌの「Ｗiii図法」は、地球を､}2らな鏡に映し

たものを、鏡の襲側から見た地図と考えればよい。

地球の写輿を見るのと同じである。第２の「円筒

勵法」は、地球をiWi状の入れ物に入れて、表而を

写し取ったものを展開し、筒の外0111から見た地図

と瀞えられる。第３の「１１]錐図法」は、地球に三

jIlI11H子（スカート）をかぶせて、表而を写し取っ

たものを広げた地図と考えられる。それぞれに利

点．欠点があるので、‘奨際にはこｵlらを応川し修

11;したものを、目的に応じて使い分けている。例

えばiiii述の舟型多円錐図法（資料５）や、後述す

るメルカトール図法（資料10）は、円筒図法の応

用と考えられる。また正距方位図法（資料12）は、

平|iii図法の一・種である。

それでは「面積の正しい世界地図」は描けない

のだろうか。答えは「描ける」である（資料７参

照)。面積を増やさずに「舟型」のすき間を埋め

る方法として考えられたのが、、サムソン図法や

モルワイデ図法である。タマネギのような形をし

たこれらの世界地図は、面積が正しいので「正積

図法」と呼ばれる。しかし、これらの地図には大

|塵や島の「形が篭む」という欠点があり、特に周

辺部ほど形が変形してしまう。

結論から言えば、球である地球を用いて、「面

梢も形もどちらも正確」という平面世界地図を描

くことは「不可能」である。私たちの周囲には、

さまざまな'1t界地図があるが、それらの欠点や長

所を理解したうえで、目的に応じて活用されてい

る⑥

したがって球体である地球を「正確」に地図化

(平iii化）することは不可能であり、面糊・方

位・形のすべてを満足させる世界地図はないので

ある。

（５）世界地図における方位の指導

次に世界地図で「方位」について考える。私た

ちの日常生活では方位はあまり問題にならない。

友達の家に行くには、目印になる道路や交差点、

目立つ建物などを教えてもらい、それを手がかり

にしてたどり着くことが多い。しかし、もし山の

中や海の上だったら「どちら」に向かうのかを判

断する、「誰にでも共通した基準」が必要である。

これが「方位」という考え方である。方位は「東

西南北」の4方位が基本であるが、もう少し細か

く見ると、天気予報などでは、台風の進路は「北

北西」などと表わしている。これは「16方位」と

呼ばれ、「東西南北」４方位の基本からスタート

し、その組合せで表現したものである（資料８)。

小学生でも十分にマスターできるので、工夫して

学べるようにしたい。

教室内でまず４方位からスタートし、「北に向

かって」全員起立し「前が北」「後ろが南」「右手

が東」「左手が西」というふうに、全員がそろっ

て体を動かしながら、マスターさせる。次に「北

東」「南東」「北西」「南西」の４つを加えて８方

位を体験的に理解させる。通常小学校ではここま

でだが、さらに16方位をゲーム感覚で、楽しみな

（４）面積のトリック。「グリーンランドはな

ぜ広いのか？」

ここでは舟型多円錐図と、メルカトール図法

(円筒図法の一つ）を比絞させる。まず舟型の

｢すき間」部分（資料⑦のＢ図の斜線部）を埋め

ていくことで、メルカトール図法ができることを

説明する。したがってメルカトール図法において

は､赤道から遠ざかるにつれて｢すき間（斜線部)」

を埋めている分の而瀬がプラスされることになる

(資料７）。つまり両極に近づく（高緯度になる）

ほど、実際より面蝋が大きく表現されてしまう欠

点がある。逆にいえば赤道付近のみが比較的而欄

がTl亙確で、後はすべて「ウソ」になる。

この具体例としては、メルカトール図法で描か

れた世界地図では、オーストラリア大陸がグリー

ンランド島より「小さく」描かれてしまうことに

なりる。また実際の面積がほぼグリーンランド島

と同じメキシコも小さくなる。これらの面積の比

較の際にはトレーシングペーパーを用いて、実際

のメルカトル図法より形を写し取らせることを必

ず行う。また面積の数値は地図帳の巻末や理科年

表などの統計を用いて調べさせる。
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(北極点・南極点）より少しずれている。正確に

は方位磁石が指すのは「北磁極」「南磁極」であ
る。しかも、興味深いことにこの「磁極」は時

間・時代と共に移動している。「極点」と「磁極」
の違いは、教員自らが地図帳や地球儀で確認して
おくことが必要である。

次に示す「方位を考える練習」は、教室内で簡

単に行える例である。資料９は教室内の座席の配

置で考える方位である。このようなゲームを通し

子どもたちは楽しみながら「方位」を理解できる。

再びメルカトール図法の世界地図（資料10）で

次のＡ～Ｅの各都市について「日本からの方位」

を考える。上の方位をさっそく用いて、「簡単」

に答えられる。しかし本当にこれらは正しいのだ

ろうか。「面頓」と同じように「方位」もだまさ

れていないか、疑ってみることが大切である。そ

のためにはいよいよ「地球儀」が必要になる。

がら身につけさせる工夫をする。最後にそれぞれ
の方向を記入した「カード」を壁に貼って日常活

用する。

このような方位は、一般には方位磁石の指す、

Ｎ（北極）・Ｓ（南極）を基本にしている。けれ

ども方位磁石の方向は、厳密には極点＝緯度90度

資料８：１６方位を記入しよう

北

西

（６）方位のトリック。「ブラジルは日本の

北？」

地球儀で方位を調べるには、紙テープ（または

細く切った紙）を直角に交差させ「十字」を作っ

て、セロテープで地球儀に貼る（資料11)。これ

により中心（交差点）からの「正しい方位」がわ

南

出典：二宮書店鯛集部鰯(2001,Ｐ､1）

資料９：教室の座席で考える方位（著者作成）

Ａ鷲からみたＢさんの方位（

Ａ君からみたＣ君の方位（

Ａ君からみたりさんの方位（

ｊ
ｊ

亡コ
北

ＢさんからみたＡ君の方位（

Ｃ君からみたＡ君の方位（

ＤさんからみたＥ君の方位（

ＢさんからみたＣ君の方位（

Ｃ君からみたＦさんの方位（

Ｄ君からみたＧさんの方位（

Ｇさんからみたり君の方位（

ＨさんからみたＣ君の方位（

Ｃ君からみたＨさんの制立（

）

）

１
Ｊ

１
１
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資料１０：「メルカトール図法｣世界地図で考える東京からの方位

出典：岡昇ほか（1998、ｐ２）に修正・加筆

寵 Ａ：ロンドン

（

Ｂ：ニューヨーク

（

Ｃ：サンパウロ

Ｄ：シドニー

（
Ｅ：ナイロビ

ｊ
ｊ
１
１
１

檎鶴〆

辺ノ八Ｊ’⑮

二三雲iii

資料１２：東京中心｢正距方位図法｣で考える方位

出典：岡昇ほか（1998、ｐ３）に修正・加箪
資料１１：地球儀で考える方位

、

Ｉ
ﾀﾞｳ

出典：西脇保幸ほか(2001、pll)に加筆

を描くことは不可能なのだろうか。答えは「可

能＝描ける」である。

次にあげた正距方位図法（資料１２：東京中心の

｢正距方位図｣）がそれである。一見して変な形を

した世界地図だが、この地図は中心からの「距離」

と「方位」に関しては正確な世界地図である。た

だしそれ以外の「面積」や「形」は正確ではなく、

大陸は歪んだ形になっている。

これを用いれば東京からの方位は、ロンドン

かる・ここではメルカトール図法の燃界地図で

考えた方向と違うことに気づく。地図や地球儀に

は「経線」「緯線」が描かれていて、その方向が

方位を表すと考えられがちだが、実はそうではな

い。特に「緯線」は東西方向を示さない。ただし

赤道は例外で「東西」と一致する。また「経線」

はすべて正しい「南北」を表すことがわかる。

それでは正しい方向は地球儀でしかわからない

のだろうか。正しい方向を示す世界地図（平面図）

－１０５－
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《注》

1）「心理的離乳」はアメリカの心理学者ホリングワース

が使用した名称（1928)。「第二の誕生」は青年期の

若者に対してルソー（１７１２～1778）の使用した用

譜。（今村ほか、2004．pD13-14）

2)日本地理学会の「地理教育公開榊座委員会」の設畷

（2004)、人文地理学会の「地理教育専門部会」の創

設（2005）など。また一般の社会人を対象にした公

開辮座なども開催されている。

(北北西)、ニューヨーク（北北東)、サンパウロ

(北北東)、シドニー（南)、ナイロビ（西）であ

ることがわかる。

すなわち方位を考える際には、地球儀か正距方

位図のどちらかを用いないといけないことがわか

る。実はこの正距方位図は、航空図として利用さ

れている。成田発ニューヨーク経由サンパウロ行

きなどがある理由もこれで考えれば納得できる。

以上まとめれば、球体である地球を「正確」に

地図化（平面化）することは不可能であり、面

繍・方位・距離・形のすべてを満足させる世界地

図（平面図）はなく、地球儀のみが唯一「正確」

であるといえる。
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Ⅳ．おわりに

小稿では小学校4年生で使用が始まる「地図帳」

に視点をあて、教材化と指騨法を考えてきた。こ

の背景には、社会科分野の中で「地理的分野」が

苦手であるという教員の声を聞く機会が多いこと

がある。とりわけ「世界地図」に関わる基本を、

きちんと教えられる教員が極めて少ないのが現状

である。

今日の国際社会に生きる素養・教護から考え

て、わが国においては地理教育の低迷は大きな課

題になっている。地理学関連の学会でも、このこ

とを深刻に受け止め、従来軽視されがちであった

｢地理教育」分野の活性化をめざす活動を開始し

た２，.小稿が少しでも、日常授業の参考になり、

地理教育の啓蒙・活性化に役立つことを期待した
い。
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